
東海学生卓球連盟規約 

 

第１章 総則 

 

第１条 本連盟は東海学生卓球連盟（ＴＯＫＡＩ ＳＴＵＤＥＮＴＳ ＴＡＢＬＥ ＴＥＮＮＩ

Ｓ ＦＥＤＥＲＡＴＩＯＮ）と称し、学生球技団体において卓球界を代表する。 

第２条 本連盟は東海地区（愛知県・三重県・岐阜県・静岡県）における各加盟大学卓球部をも

って組織し、学生卓球人相互の親睦と団結を図り、運動精神に則って広く東海学生に卓

球競技の普及を図り、その発展に寄与するものである。 

第３条 本連盟の事務所を愛知県に置く。 

第４条 本連盟は第２条の目的を遂行するため下記の事業を行う。 

１項 東海学生卓球選手権大会 

２項 東海学生卓球春季・秋季リーグ戦 

３項 東海学生卓球新人大会 

４項 東海学生卓球チャレンジカップ 

５項 東海学生卓球各部別大会 

６項 後藤杯争奪東海学生卓球チャンピオン大会 

７項 一般社団法人日本学生卓球連盟主催大会およびオール西日本大学卓球選手権大会の東海

地区予選 

８項 対関西学生対抗卓球大会 

９項 実学高争覇戦（愛知県卓球協会と共催） 

10項 東海学生卓球ランキングの作成と発表 

11項 公認審判員資格取得講習会 

12項 東海学生卓球強化リーグ戦兼講習会 

13項 記録の保存およびウェブサイトでの公表 

14項 その他目的遂行のため必要な事業 

 

第２章 構成 

 

第５条 本連盟は一般社団法人日本学生卓球連盟（以下「日学連」と称す）の組織に入る。 

第６条 加盟校は、毎年４月末日までに登録申請書を本連盟に提出し、選手登録費を納入しなけ

ればならない。 

第７条 学校教育法に基づく大学、短期大学、専門学校の卓球部は、すべて本連盟に加盟する資

格を有する。（但し、大学院の学生は除くものとする。） 

 

第３章 役員 

 

第８条 本連盟に次の役員を置く。 

最高顧問（１名）、名誉会長（１名）、名誉副会長（若干名）、会長（１名）、副会長（若

干名）、理事長（１名）、副理事長（若干名）、理事（若干名）、顧問（若干名）、参与（若

干名）、強化委員長（１名）、強化委員（若干名）、審判委員長（１名）、審判委員（若干

名）、幹事長（１名）、副幹事長（若干名）、会計（１名）、書記（１名）、幹事（若干名）、

技術員（男女各６名）、評議員（各校男女１名ずつ） 

第９条 役員の任務は次の通りである。 

１項 最高顧問、名誉会長、名誉副会長は理事会に出席して意見を述べることができる。 



２項 会長は本連盟の代表者として、本連盟の運営ならびに本連盟主催の大会を総括する。 

３項 副会長は会長を補佐し、会長事故ある場合はその代理をする。 

４項 理事長は本連盟の理事を代表し理事会を総括する。 

５項 副理事長は理事長を補佐する。 

６項 理事は幹事会の審議、執行を円滑ならしめるために必要事項の諮問をうける。 

７項 強化委員長は本連盟の強化委員会を代表し強化事業の運営を総括する。 

８項 強化委員は強化事業の執行を円滑ならしめるために必要事項の諮問をうける。 

９項 審判委員長は本連盟の審判委員会を代表し審判事業の運営を総括する。 

10項 審判委員は審判事業の執行を円滑ならしめるために必要事項の諮問をうける。 

11項 顧問、参与は会長が必要と認める事項についてその諮問に応じ意見を述べることができ

る。なお、理事会に出席して意見を述べることができる。 

12項 評議員は評議員会を構成する。 

13項 幹事長は本連盟の幹事会を代表し、本連盟の運営に関する諸般の事務を管理する。 

14項 副幹事長は幹事長を補佐し、幹事長の事故あるときにはその職務を代行する。 

15項 幹事は幹事会を構成し、本連盟の運営に関する諸般の事務を行う。 

16項 会計は本連盟の会計事務を分掌する。 

17項 書記は本連盟の事務を分掌する。 

18項 技術員は技術委員会を構成する。 

第10条 役員の推薦または委嘱は次の通りである。 

１項 最高顧問、名誉会長、名誉副会長、会長は理事会の推薦により本連盟で推挙する。 

２項 副会長は、理事会の推薦により本連盟を経て会長が委託する。 

３項 理事長及び副理事長は理事の互選による。 

４項 強化委員長は役員の互選による。 

５項 強化委員は役員の中より強化委員長が任命する。 

６項 審判委員長は役員の互選による。 

７項 審判委員は役員の中より審判委員長が任命する。 

８項 幹事長、副幹事長は幹事の推薦により理事会で決定する。 

９項 理事は理事会の推挙により会長が委嘱する。 

10項 顧問、参与は理事会の推薦により会長が委嘱する。 

11項 評議員は男女各校より選出し、理事会及び幹事会で決定する。 

12項 幹事は理事会及び幹事長の推薦により会長が委嘱する。 

13項 会計及び書記は幹事の中より幹事長が任命する。 

14項 技術員は男女各１部校より選出し、理事会及び幹事会で決定する。 

第11条 役員の任期は次の通りである。 

１項 最高顧問、名誉会長、名誉副会長、顧問、参与の任期は特に定めない。 

２項 会長、副会長、理事長、副理事長、理事、強化委員長、強化委員、審判委員長、審判委

員の任期は２年とする。 

３項 幹事長、副幹事長、会計、書記、幹事、技術員、評議員は１年とする。 

４項 役員改選は任期満了毎に行う。尚、留任は妨げない。 

第12条 役員に欠員を生じた場合は、直ちに所定の手続きに従って後任を決めるが任期は残存期

間とする。 

第13条 現役学生役員は、その所属する学校が本連盟を脱退した時および本人が所属する学校の

卓球部の籍を失った時は資格を失う。 

第14条 前年度の秋季リーグ戦において一部校の大学及び幹事会が指名する大学は、本連盟幹事

を１名以上選任する。 



 

第４章 機関 

 

第15条 本連盟の機関は下記の通りである。 

１項 理事会 

本連盟の諮問機関で、必要に応じ会長がこれを招集し、理事長がこれを運営する。 

２項 評議員会 

１号 本連盟の最高議決機関とし、会長がこれを招集する。 

２号 毎年一回定例総会を開催して下記事項を議決する。 

（イ）事業報告 

（ロ）収支決算報告 

（ハ）事業計画および予算 

（ニ）役員の選任 

（ホ）その他の重要事項 

３項 幹事会 

本連盟の執行機関であり、評議員会の決議にしたがって運営にあたる。 

４項 技術委員会 

本連盟の技術計画の執行機関で、理事長・幹事長・技術員をもって構成し、理事長がこ

れを招集する。 

５項 強化委員会 

本連盟の強化計画の執行機関で、強化委員長、強化委員をもって構成し、強化委員長が

これを招集する。 

６項 審判委員会 

本連盟の審判計画の執行機関で、審判委員長、審判委員をもって構成し、審判委員長が

これを招集する。 

第16条 各会議は構成員の１／３以上の要求があった場合及び会長が特に必要と認めた場合には

会議の目的を明示し臨時に召集することができる。 

第17条 各会議は構成員の過半数の出席をもって成立し、議決は出席者の過半数を必要とする。

但し、正常な通告をし欠席した者は議長に白紙委任状を提出したものとみなす。 

 

第５章 競技出場資格 

 

第18条 本連盟登録選手は、規約第７条に定める加盟有資格校の学生とし、当該年度の４月１日

現在で２８歳未満の者に限る。登録期間は通常履修年限とする。但し、次の各項に該当

する登録選手は、日学連及び本連盟の主催する競技に出場する資格を失う。 

１項 日学連及び本連盟の所定費用を納入していない場合。 

２項 停学謹慎中の者、及び休学中の者はその期間中。 

第19条 登録校を変更した者の登録期間は、変更後の登録校の通常履修年限から変更前に既に登

録した年数を引いた年数とする。変更前に既に登録した年数が、変更後の登録校の通常

履修年限と同じ、又は超える場合、登録できない。 

第20条 外国籍選手の登録等については、日学連内規第４条に準ずる。 

第21条 上記以外の特例が生じた場合は、理事会の合意を得て幹事会においてその処置を決定す

る。 



 

登録校変更前 

登録実績年数 
変更先 

登録校変更後 

通常履修年限 
再登録可能期間 

０ 
短期大学 

（２年制） 
２ 

２ 

１ １ 

２～６ 再登録不可 

０ 

大学 

（４年制） 
４ 

４ 

１ ３ 

２ ２ 

３ １ 

４～６ 再登録不可 

０ 

医科歯科薬科大学 

（６年制） 
６ 

６ 

１ ５ 

２ ４ 

３ ３ 

４ ２ 

５ １ 

６ 再登録不可 

０ その他 

（専門学校など） 
１ 

１ 

１～６ 再登録不可 

 

第６章 会計 

 

第22条 本連盟の会計年度は４月１日から３月３１日とする。 

第23条 本連盟の経費は選手登録費およびその他の収入をもって充当する。 

第24条 選手登録費は毎年度評議員会で決定する。 

第25条 上記による一旦納入した会費は一切返済しない。 

第26条 会計は理事会の監査承認を得て評議員会に報告しなければならない。 

 

第７章 賞罰 

 

第27条 本連盟登録選手（学校）で抜群の成績を収めた者（学校）及び後進の指導に不滅の功績

を残した者、ならびに本連盟の役員で目的達成のため、著しく貢献した者に対しては、

幹事会の審議により理事会の承認を得て会長は功労賞を贈る。 

第28条 加盟校が本連盟に類似する団体を組織し、あるいは本連盟の承認なく他の団体に加盟し

た場合、理事会の審議により評議委員会の承認・決議を得て除籍する。 

第29条 加盟校及び登録選手で本連盟の対面を汚し、義務を怠りその他連盟の規約及び目的に反

する行為のあった場合は幹事会で適当な処置を講ずる。 

第30条 本連盟の罰則を適用させる加盟校および登録選手に対して、次の場合には赦免すること

がある。 

１項 その行為が禁止行為であることを知らなかった場合。 

２項 錯誤によって行われた場合。 

 

第８章 慶弔 



 

第31条 本連盟の役員が以下に該当するときは、次の慶弔金を贈る。 

１項 卓球競技に関して叙勲、褒章、文部科学大臣賞を受賞したとき ５０，０００円 

２項 死亡したとき １０，０００円 

第32条 前条に加え、会長および理事長が必要と認めた場合には、祝電または弔電を打電し、供

花等を贈る。 

第33条 前２条の対象となる役員は、最高顧問、名誉会長、名誉副会長、会長、副会長、理事長、

副理事長、理事、顧問、参与、幹事長、副幹事長、会計、書記、幹事とする。 

 

第９章 規約改正 

 

第34条 本連盟の規約改正は幹事会で審議し、理事会の諮問を受け、評議員会で２／３以上の承

認を得なければならない。 

 

第１０章 附則 

 

第35条 本連盟の役員加盟校及び登録選手は本連盟の承認を得て本連盟以外の団体の主催する競

技会に参加することができる。 

第36条 本規約とは別に事業施行細則を設ける。 

第37条 本規約は２０２５年４月１日よりこれを改正する。 

 



東海学生卓球連盟事業施行細則 

 

第１章 東海学生卓球新人大会 

 

第１条 出場資格  

１項 本連盟登録選手に限る。申込み後の選手変更は認めない。なお、他校選手とダブルスを

組むことはできない。 

２項 ・過去の新人戦の優勝者（単複共）は出場できない。 

・過去の全日本大学総合（個人の部）と東海学生卓球ランキング保持者（単）は全ての

種目で出場できない。 

・過去の全日本大学総合（個人の部）と東海学生卓球ランキング保持者（複）は保持者

同士の組合せでの出場はできない。 

・過去の全日本大学総合（個人の部）と東海学生卓球ランキング保持者（複）とランキ

ング保持者以外の組合せによる出場は出来るものとする。 

・ただし、選手権大会の日程が新人大会より前日程で行われる場合は、新規登録者は、

当該年度の東海学生ランキング保持者となっても参加できるものとする。 

第２条 ルール 

現行の日本卓球ルールを用いる。ただし、タイムアウト制度は採用しない。 

第３条 シード会議 

シード会議は幹事長と技術員及び幹事長の指名する幹事で構成され、幹事長がこれを招

集し総括する。なお、理事が１名以上必ず出席する。 

シード決定における優先順位は以下の通りとする。 

１．新規登録者の前年度全日本選手権の結果 

２．新規登録者の前年度インターハイの結果 

３．新規登録者以外の前年度東海学連主催大会の結果 

 

第２章 東海学生卓球春季・秋季リーグ戦 

 

第４条 出場資格  

１項 本連盟登録選手に限る。 

２項 加盟校男女各１チームとし、１チームは監督１名、コーチ１名、主務１名、審判２名、

主将１名を含む１０名以下の選手からなる。 

３項 １チームにおける１、２部校の選手は６名以上、３部校以下の選手は４名以上でなけれ

ばならない。 

４項 選手が１名足りない場合は、第１シングルスを棄権とすることで正式に出場できる。た

だし、相手チームがオーダーを提出する前に、大会本部および相手チームにその旨を申

し出なければならない。なお両チームとも選手が１名足りない場合は、第１、２シング

ルスをそれぞれ棄権として、マッチカウント１－１から試合を行う。 

５項 主務および審判は選手と兼ねることができる。 

６項 外国人登録選手の出場登録は２名までとし、出場はそのうち１名のシングルス、ダブル

スいずれか１回に限る。 

７項 監督、コーチ、主務、審判の変更は定められた文書の提出をもって許可を受けなければ

ならない。 

第５条 ルール 

１項 現行の日本卓球ルールを用いる。ただし、タイムアウト制度は１、２部校のみ採用する。 



２項 同チーム内の選手は、上下同一のユニホームを着用しなければならない。 

３項 審判は相互審判とする。 

４項 １、２部校の審判は原則として公認審判員の資格を有していなければならない。 

第６条 試合形式 

１項 １部６チームのリーグ団体戦とする。最下部は参加数によってチーム数を変える。 

２項 １、２部校は１ダブルス６シングルスで４番をダブルスとし、１～３番の内の２名でダ

ブルスを組むことは出来ない。 

３項 ３部校以下は１ダブルス４シングルスで３番をダブルスとし、１、２番の２名でダブル

スを組むことは出来ない。 

４項 １名の選手は１試合につきシングルス、ダブルスそれぞれ１回ずつしか出場できない。

第７条 順位決定 

１項 勝校２点、負校１点、不戦負０点とし、各部試合得点が高い順に順位を決定する。 

２項 同得点校が２校以上あった場合、日本卓球ルールの規定に従う。 

３項 順位決定後、上位部最下位校と下位部優勝校により入替戦を行う。入替戦は下位部の試

合形式にて行う。 

第８条 オーダー 

１項 オーダーは試合開始３０分前までまたは直前の試合が終了してからすぐに提出しなけれ

ばならない。 

２項 本部へ提出されたものを正とする。参加登録のない選手を出場させる等著しく誤ったオ

ーダーを交換した場合、該当チームを失格としその試合における試合得点を０とする。

失格か否かの判断はその大会の大会委員長、審判長に委ねる。 

３項 オーダーされた選手が試合開始までにコートにそろわない場合、当該チームを失格とし

その試合の試合得点を０とする。なお、やむを得ない理由があり、審判長並びに相手校

監督の了承を得た場合はこの限りではない。 

第９条 表彰 

１項 男女１部優勝校より、優勝に最も貢献した者各１名ずつに最優秀選手賞を与える。 

２項 男女１部上位校より、勝星の成績が優れており、全選手の模範となるプレー及びマナー

の者各１名ずつに殊勲賞を与える。 

３項 男女１部校の新規登録選手の中で、成績が優秀な者各１名ずつに新人賞を与える。（春季

リーグ戦のみ） 

４項 男女２部優勝校より、優勝に最も貢献した者各１名ずつに敢闘賞を与える。 

５項 該当選手選考は技術委員会に委託する。 

第10条 春季リーグ戦は全日本大学総合卓球選手権大会（団体の部）の予選を兼ねる。 

 

第３章 東海学生卓球選手権大会 

 

第11条 出場資格 

本連盟登録選手に限る。申込み後の選手変更は認めない。なお、他校選手とダブルスを

組むことはできない。 

第12条 ルール 

現行の日本卓球ルールを用いる。ただし、タイムアウト制度は採用しない。 

第13条 シード会議 

１項 シード会議は幹事長と技術員及び幹事長の指名する幹事で構成され、幹事長がこれを招

集し総括する。なお、理事が１名以上必ず出席する。 

２項 シード順は昨年度の当該種目において保持しているランキンググループ（１位・２位・



ベスト４・ベスト８・ベスト１６）を確保しなければならない。各ランキンググループ

内で抽選によりシードを決定する。シード決定後、そのランキンググループ内において

同大学の対戦がある場合は、調整するものとする。また、ダブルスにおいて、ペア変更

によって両者の内の一方、または両方がダブルスランキングを保持している場合でも参

考資料にとどめるものとする。 

次いで以下のシード決定における優先順位に基づくものとする。 

１．シード会議の１週間前の世界ランキング３００位以内保持者 

２．前年度の全日本選手権ランキング保持者 

３．前年度の全日本大学総合（個人の部）ランキング保持者 

４．前年度の全日本学生選抜ベスト１６以上の者 

５．新規登録者の高等学校３年時（①全日本②インターハイ③国体）の結果 

６．前年度の全日本大学総合（個人の部）東海予選通過者 

７．当年度の東海学生新人大会ベスト４以上の者 

８．過去の東海学生ランキング保持者 

第14条 東海学生ランキング選考は東海学生卓球連盟規約第４章第１５条４項の規定により技術

委員会に委嘱され、男女シングルスは１６位まで、男女ダブルスは８位まで、以下の通

り決定する。 

１項 １位は優勝者（組）、２位は準優勝者（組）とする。 

２項 ３・４位、５～８位、９～１６位は、それぞれランキンググループベスト４、ベスト８、

ベスト１６の者（組）から以下の優先順位に基づき決定する。 

１．敗者となった試合におけるゲームの得失比率 

２．敗者となった試合におけるポイントの得失比率 

３．敗者となった試合の前の試合におけるゲームの得失比率 

４．敗者となった試合の前の試合におけるポイントの得失比率 

５．前年度のランキング 

６．今大会のシード順位 

７．今大会の他の試合内容 

第15条 本大会は対関西学生対抗卓球大会の代表選手選考会を兼ね、代表選手は強化委員会およ

び幹事会で決定する。 

 

第４章 東海学生卓球チャレンジカップ 

 

第16条 出場資格 

１項 本連盟登録選手に限る。申込み後の選手変更は認めない。なお、他校選手とダブルスを

組むことはできない。 

２項 当該年度東海学生選手権シングルスランキング保持者は出場できない。 

第17条 ルール 

現行の日本卓球ルールを用いる。ただし、タイムアウト制度は採用しない。 

 

第５章 全日本大学総合卓球選手権大会（個人の部）東海地区予選 

 

第18条 出場資格 

本連盟登録選手に限る。申込み後の選手変更は認めない。なお、他校選手とダブルスを

組むことはできない。 

第19条 ルール 



現行の日本卓球ルールを用いる。ただし、タイムアウト制度は採用しない。 

第20条 シード会議 

シード会議は幹事長と技術員及び幹事長の指名する幹事で構成され、幹事長がこれを招

集し総括する。なお、理事が１名以上必ず出席する。 

シード決定における優先順位は以下の通りとする。 

１．シード会議の１週間前の世界ランキング３００位以内保持者 

２．前年度の全日本選手権ランキング保持者 

３．当年度の東海学生ランキング保持者 

４．前年度の全日本大学総合（個人の部）東海予選通過者 

５．当年度の東海学生新人大会ベスト４以上の者 

６．過去の東海学生ランキング保持者 

第21条 無条件出場 

以下の者（組）は地区予選に出場せず無条件で全日本大学総合（個人の部）に出場でき

る。 

１．（日学連推薦）日学連が規定する無条件出場に該当する者（組） 

２．（東海学連推薦１）当該年度東海学生卓球新人大会男女シングルス優勝者 

３．（東海学連推薦２）当該年度東海学生卓球選手権大会の各種目ランキングの内、前項

１、２に該当する、または、全日本大学総合（個人の部）に出場する資格または意

思を持たない者（組）を除き、シングルス上位４名、ダブルス上位１組。 

 

第６章 東海学生卓球各部別大会 

 

第22条 出場資格 

１項 本連盟登録選手に限る。申込み後の選手変更は認めない。なお、他校選手とダブルスを

組むことはできない。 

２項 当該年度東海学生選手権シングルスランキング保持者は出場できない。 

第23条 ルール 

現行の日本卓球ルールを用いる。ただし、タイムアウト制度は採用しない。 

 

第７章 後藤杯争奪東海学生卓球チャンピオン大会 

 

第24条 出場資格 

１項 本連盟登録選手に限る。 

２項 各大学から複数のチームが出場できる。１チームは監督１名、主将を含む４名以上７名

以下の選手からなる。 

３項 登録選手が３名以下である等、幹事会が特別に認めた場合に限り、他校選手とチームを

組むことが出来る。 

４項 外国人登録選手の出場登録は２名までとし、出場はそのうち１名の単複いずれか１回に

限る。 

５項 監督の変更は定められた文書の提出をもって許可を受けなければならない。 

６項 選手が１名足りない場合は、第１シングルスを棄権とすることで正式に出場できる。た

だし、相手チームがオーダーを提出する前に、大会本部および相手チームにその旨を申

し出なければならない。なお両チームとも選手が１名足りない場合は、第１、２シング

ルスをそれぞれ棄権として、マッチカウント１－１から試合を行う。 

第25条 ルール 



１項 現行の日本卓球ルールを用いる。ただし、タイムアウト制度は採用しない。 

２項 同チーム内の選手は、上は同一、下は同系色のユニホームを着用しなければならない。 

３項 審判は相互審判とする。 

第26条 試合形式 

１項 ３または４チーム編成の予戦リーグを行い、上位チームが決勝トーナメントに進出する。

決勝トーナメントに進出するチーム数及び敗者復活戦を行うかは参加出場チーム数によ

り年度毎に決定する。 

２項 予選リーグ、決勝トーナメント組合せは抽選により決定する。 

３項 男女とも１複４単で３番をダブルスとし、１・２番の２名でダブルスを組むことは出来

ない。また、１試合につきシングルス、ダブルスそれぞれ１回ずつしか出場できない。 

第27条 予選リーグ順位決定 

１項 勝校２点、負校１点、不戦負０点とし、各リーグ試合得点が高い順に順位を決定する。 

２項 同得点校が２校以上あった場合、日本卓球ルールの規定に従う。 

第28条 オーダー 

１項 オーダーは試合開始３０分前までに提出しなければならない。 

２項 本部へ提出されたものを正とする。参加登録のない選手を出場させる等著しく誤ったオ

ーダーを交換した場合、該当チームを失格としその試合における試合得点を０とする。

失格か否かの判断はその大会の大会委員長、審判長に委ねる。 

３項 オーダーされた選手が試合開始までにコートにそろわない場合、当該チームを失格とし

その試合の試合得点を０とする。なお、やむを得ない理由があり、審判長並びに相手校

監督の了承を得た場合はこの限りではない。 

 

第８章 オール西日本大学卓球選手権大会（個人の部）東海地区予選 

 

第29条 出場資格 

本連盟登録選手に限る。申込み後の選手変更は認めない。 

第30条 ルール 

現行の日本卓球ルールを用いる。ただし、タイムアウト制度は採用しない。 

第31条 無条件出場 

以下の者は地区予選に出場せず無条件でオール西日本に出場できる。 

１．（大会推薦）大会が規定する無条件出場に該当する者 

２．（東海学連推薦１）当該年度東海学生卓球選手権大会男女シングルスベスト１６ 

３．（東海学連推薦２）当該年度東海学生卓球新人大会男女シングルス優勝者 

４．（東海学連推薦３）前年度東海学生卓球各部別大会男女１・２部シングルス優勝者、

男女３・４部シングルス優勝者 

５．（東海学連推薦４）前年度東海学生卓球チャレンジカップ男女シングルス優勝者 

６．当該年度学連幹事で理事長が推薦する者（２名） 

 

第９章 附則 

 

第32条 本施行細則は２０２５年４月１日よりこれを改正する。 


